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資
料
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介
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三
O
二

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

|
|
上
冷
泉
家
門
人
と
出
題
一
件
史
料
|
|

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
に
起
き
た
、
下
冷
泉
宗
家

(
一
七

O
二
1
六
九
)
が
上
冷
泉
家
の
門
人
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
う

宮
廷
で
の
歌
題
を
出
す
事
件
に
関
し
た
史
料
紹
介
で
あ
る
。

下
冷
泉
家
の
成
立
は
、
辻
彦
三
郎
著
「
藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究
」

(
一
七
七
頁
、
吉
川
弘
文
館
。
昭
和
五
十
二
年
五
月
刊
)
に
収
録
さ

れ
て
い
る
『
冷
泉
正
統
記
」
(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
奥
書
に
「
天
保

六
年
(
一
八
三
五
)
三
月
下
旬
三
代
門
人
大
進
匡
聴
」
と
あ
り
、
上

冷
泉
家
の
門
人
に
よ
る
編
纂
で
あ
る
。
)
に
、

O
為
者
J

卿
子
三
人
あ
り
、
(
略
)
其
(
為
之
)
弟
持
為
卿
は
両

兄
に
勝
れ
て
幼
年
よ
り
才
智
有
て
父
の
愛
子
た
り
、
伯
父
為
邦

藤

本

孝

朝
臣
の
跡
二
条
家
を
嗣
て
、
其
伝
は
る
所
の
秘
笈
を
携
へ
、
御

子
左
と
称
号
し
給
へ
り
、
其
先
為
氏
卿
の
子
大
納
言
為
世
卿
、

大
祖
長
家
卿
の
称
号
を
取
て
御
子
左
と
云
り
、
其
子
中
納
言
為

藤
卿
又
御
子
左
を
称
す
、
為
藤
卿
の
実
子
為
明
卿
二
条
中
納
言

と
云
し
か
、
子
な
き
に
依
て
為
邦
朝
臣
其
跡
を
嗣
た
り
、
さ
れ

A

絶
カ
V

共
又
其
子
為
予
卿
冷
泉
家
に
復
し
た
る
故
、
為
明
卿
継
た
る

を
、
愛
に
持
為
卿
に
継
が
せ
給
ふ
、
且
又
御
子
左
の
正
統
為
世

卿
よ
り
左
中
将
為
道
朝
臣
、
権
大
納
言
為
定
卿
、
権
大
納
言
為

遠
卿
、
左
中
将
為
衡
朝
臣
に
て
是
も
絶
え
た
れ
は
、
為
氏
卿
の

家
系
相
続
の
た
め
、
持
為
卿
御
子
左
の
家
を
起
候
は
せ
け
ん
、

さ
れ
共
釆
地
な
い
事
を
嘆
き
て
、
父
為
予
卿
の
許
に
帰
り
給
ふ
、

愛
に
於
て
父
卿
哀
れ
ひ
、
播
磨
州
細
川
庄
を
授
与
へ
冷
泉
と
称

号
し
け
る
、
是
下
の
冷
泉
と
云
る
の
祖
也
、



と
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

二
条
家
は
、
冷
泉
家
の
歌
学
と
対
立
し
て
い
た
が
、
冷
泉
為
秀

(
?
l
一
三
七
二
)
の
子
息
為
邦
が
二
条
為
明
の
養
子
と
な
っ
て
二

条
家
歌
学
を
継
い
だ
。
し
か
し
、
為
邦
の
子
息
為
ヂ
(
二
ニ
六
一

1

一
四
一
七
)
が
為
秀
の
跡
を
継
い
だ
。
ま
た
、
為
道
・
為
定
・
為

遠
・
為
衡
ら
の
各
二
条
家
が
断
絶
し
た
。
さ
ら
に
二
条
家
の
歌
書
類

が
冷
泉
家
に
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
為
予
は
三
男
持
為

(
一
四

O
一
1
五
四
)
に
二
条
家
の
歌
学
を
継
が
せ
た
。
こ
の
事
例

に
、
持
為
書
写
本
系
統
の
『
伊
勢
物
語
」
等
の
注
釈
替
は
二
条
流
で

あ
る
。
さ
ら
に
阿
仏
尼
像
と
『
十
六
夜
日
記
」
と
共
に
細
川
荘
を
家

領
と
し
て
分
家
さ
せ
た
。
し
か
し
、
二
条
家
歌
書
類
は
上
冷
泉
家
が

継
い
だ
。
正
式
に
は
「
冷
泉
家
」
で
あ
る
が
、
二
家
を
区
別
す
る
た

め
に
、
本
家
を
「
上
冷
泉
家
」
、
分
家
を
「
下
冷
泉
家
」
と
過
称
し

た
。
下
冷
泉
家
は
二
条
流
の
歌
学
で
あ
っ
た
。

二
、
上
冷
泉
家
入
門

究
延
二
年
に
下
冷
泉
宗
家
が
上
冷
泉
為
村
(
一
七
一
二

1
七
四
)

の
門
人
に
な
る
と
共
に
宮
中
出
題
の
一
件
の
史
料
が
、
冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
御
新
文
庫
の
「
秘
新
函
」
に
三
冊
二
通
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

こ
こ
に
「
下
冷
泉
家
之
事
』
一
冊
と
折
紙
を
翻
刻
す
る
次
第
で
あ
る
。

次
に
目
録
を
示
す
。

ー
「
御
新
秘
函
新
お

2
3
8
8
」
『
下
冷
泉
家
之
事
」
(
翻
刻
)

【
法
量
}
縦
三

0
・
二
セ
ン
チ
横
二

0
・0
セ
ン
チ
。
全
紙
二
九
丁
、

前
遊
紙
一
了
後
遊
紙
一
丁
。
斐
紙
。
鼠
色
地
包
表
紙
袋
装
。
外
題
な

lν

。
2
「
御
新
秘
新
函
お
2
3
8
9①
」
折
紙
「
下
冷
泉
宗
家
折
紙
』
(
翻

刻
)
【
法
量
】
縦
三
一
・
九
セ
ン
チ
横
四
六
・
四
セ
ン
チ
。
格
紙
。

3
「
御
新
秘
新
お

2
3
8
9
②
」
折
紙
『
飛
鳥
井
雅
香
折
紙
』
(
翻

刻
)
【
法
量
】
縦
三
三
・
四
セ
ン
チ
横
四
六
・
一
セ
ン
チ
。
格
紙
。

4
「
御
新
秘
新
函
お
2
3
9
0①
」
(
出
題
一
件
の
草
稿
)

【
法
量
】
七
了
。
縦
一
五
・
一
セ
ン
チ
横
二
一
・
二
一
・
三
セ
ン
チ
。
袋

装
大
和
緩
。
斐
紙
。
外
題
な
し
。

5
「
御
新
秘
新
函
お
2
3
9
0②
」
(
出
題
一
件
の
清
書
)
(
一
部
翻

刻
)
【
法
量
】
五
丁
。
縦
一
六
・
五
セ
ン
チ
横
一
一
一
ニ
・
四
セ
ン
チ
。
袋
装
大

和
綴
。
格
紙
。
袋
入
り
(
表
紙
に
「
寛
延
二
冬
/
宗
是
負
事
/
(
為

三
O
三
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村
花
押
)
」
縦
三

0
・
四
セ
ン
チ
横
一
六
・
八
セ
ン
チ
。
裏
紙
継
に
陽

刻
「
冷
泉
」
の
朱
印
一
捺
あ
り
)
。

『
下
冷
泉
家
之
事
」
に
よ
る
と
こ
と
の
起
こ
り
は
、
七
月
二
十
八

日
に
為
村
が
桜
町
院
に
参
上
し
た
折
、
民
部
卿
宗
家
が
御
点
を
望
ん

で
き
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
下
冷
泉
家
は
二
条
冷
泉
両

説
で
あ
る
。
二
条
流
を
や
め
て
冷
泉
家
流
に
す
る
た
め
に
、
為
村
の

門
人
に
す
る
こ
と
の
仰
が
あ
っ
た
。
為
村
は
享
保
十
六
年

(
一
七
三
二
頃
に
、
宗
家
が
霊
元
院
に
御
点
を
望
ん
で
父
為
久

(
一
六
八
六

i
一
七
四
こ
の
門
人
に
な
る
要
請
が
あ
っ
た
が
、
宗

家
は
望
ま
な
か
っ
た
。
為
村
に
し
て
み
れ
ば
、
今
更
の
感
が
あ
り
拒

ん
で
い
た
が
仰
ご
と
の
た
め
、
つ
い
に
門
人
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
条
冷
泉
兼
用
と
な
っ
た
理
由
を
家
の
継
承
の
た
め
に
、
中
院
家

や
三
条
西
家
に
入
門
し
た
た
め
で
あ
っ
た
と
弁
明
し
て
い
る
。
が
、

や
は
り
家
の
成
立
時
の
こ
と
は
秘
し
て
い
る
。
宗
家
は
八
月
八
日
替

状
の
起
請
文
を
提
出
し
て
冷
泉
流
の
歌
学
に
な
っ
た
。
次
に
、
歌
題

の
事
件
が
持
ち
上
が
る
。

三
O
四

三
、
出
題

同
年
九
月
下
旬
に
な
り
、
宗
家
が
宮
中
の
歌
題
を
担
当
し
た
い
要

望
が
出
さ
れ
た
。
顛
末
に
つ
い
て
は
、

5
「
御
新
秘
新
函
お

2
3
9
0②
」
(
出
題
一
件
の
清
書
)
の
表
見
返
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
句
点
(
「
¥
」
は
墨
線
)
。
そ
の
全
文
は
、

抑
公
私
和
寄
題
、
自
古
来
累
代
連
綿
進
上
之
事
、
飛
鳥
井
家
当

家
之
儀
也
、
当
時
之
先
達
避
遁
被
出
題
候
儀
、
格
別
之
儀
也

〈
但
不
称
題
者
〉
、
藤
谷
家
者
、
近
世
代
々
有
出
題
、
飛
鳥
井
家

当
家
共
ニ
故
障
之
節
也
、
先
年
故
通
錦
公
、
故
実
蔭
公
被
補
閥

之
義
も
有
之
、
先
達
之
所
作
候
、
格
別
之
儀
、
為
家
業
進
上
之

儀
、
両
家
ニ
限
候
、
然
ニ
今
度
宗
家
卿
、
漸
昨
今
冷
泉
家
説
随

従
而
、
早
速
有
出
題
之
望
、
往
昔
雄
被
出
題
、
中
絶
歴
年
代
、

殊
沈
論
之
家
孫
、
猿
被
預
企
之
義
、
理
運
之
振
舞
、
不
知
案
内

之
一
件
候
也
、
縦
雄
一
ヶ
度
、
於
下
冷
泉
家
出
題
之
義
、
再
興

不
可
然
ニ
付
、
若
飛
鳥
井
家
当
家
共
ニ
障
之
儀
有
之
節
者
、
被

任
思
召
、
於
出
御
題
欺
、
若
者
先
達
之
出
題
、
又
者
、
¥
以

近
例
、
藤
谷
家
可
被
仰
下
敷
、
下
冷
泉
家
出
題
之
事
、
永
不

及
御
沙
汰
義
、
穏
便
之
事
也
、
先
彼
家
ニ
出
題
候
、
伝
説
無
之
、



為
村
伝
申
之
儀
、
今
度
之
子
細
、
甚
不
叶
道
理
之
問
、
難
致
免

許
、
の
一
件
之
端
書
ニ
注
之
、
後
孫
猶
可
存
之
、

究

延

二

年

十

一

月

為

村

と
あ
り
、
宮
中
で
行
わ
れ
る
公
宴
和
歌
や
月
次
の
題
は
、
冷
泉
家
と

飛
鳥
井
家
が
出
題
し
、
障
り
の
あ
る
時
は
藤
谷
家
が
担
当
し
た
と
あ

る
。
歌
題
を
出
す
こ
と
が
一
時
許
さ
れ
た
が
、
抗
議
に
よ
り
延
引
と

な
っ
た

(
2
『
宗
家
折
紙
』
)
。
以
降
も
歌
題
を
提
出
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。

以
上
が
顛
末
で
あ
る
。

四
、
ま
と
め

こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
為
村
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
じ
か

に
史
料
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
が
、
宮
中
に
お
け
る
出
題
の
重
要

性
が
わ
か
る
と
思
い
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

下
冷
泉
家
の
設
立
時
の
時
か
ら
二
条
家
歌
学
を
継
ぐ
た
め
に
下
冷

泉
家
が
成
立
し
た
。
明
確
に
史
料
で
は
記
述
し
て
い
な
い
が
、
二
条

冷
泉
兼
用
は
、
当
初
か
ら
で
あ
ろ
う
。

宗
家
が
上
冷
泉
家
の
門
人
に
な
っ
た
理
由
は
、
宮
中
の
出
題
の
為

で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
史
料
群
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

の
宮
中
で
の
歌
題
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
が
判
る
。
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
の
御
文
庫
に
は
、
上
冷
泉
家
が
江
戸
時
代
に
提
出
し
た
勅

点
詠
草
は
ほ
ぼ
伝
存
し
て
い
る
。

和
歌
の
題
の
重
要
性
が
こ
の
史
料
群
か
ら
明
確
に
読
み
取
れ
る
で

あ
ろ
う
。

【
翻
刻
】

「
凡
例
」

一
.
勾
点
「
こ
と
頭
書
「
・
」
は
朱
書
。

一
、
「
仰
」
な
ど
の
欠
字
は
一
字
空
け
と
し
た
。

て
「
朝
」
な
ど
の
改
行
(
平
出
)
は
行
を
改
め
、
文
章
を
詰
め
た
白

一
、
「
〈
〉
」
で
割
注
か
右
寄
せ
を
、
改
行
は
「
/
」
で
示
し
た
。

一
、
読
点
は
筆
者
が
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
打
ち
、
新
字
体
に
改

め
た
。
『
下
冷
泉
家
之
事
」

表
紙
外
題
な
し
。

(
前
遊
紙
一
丁
)

下
冷
泉
家
之
事
、
当
家
累
祖
村
雲
大
納
言
為
予
卿
三
男
持
和
〈
後
改

/
持
為
〉
、
父
前
大
納
言
〈
応
永
廿
四
年
正
月
廿
五
日
/
苑
〉
、
子
時

家
兄
為
之
〈
廿
五
歳
/
侍
従
〉
、
家
弟
持
和
〈
十
六
歳
/
童
形
〉
、
子

三
O
五
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孫
相
承
六
代
之
後
、
至
為
将
、
既
及
断
絶
〈
慶
長
之
/
初
也
〉
、
為

景
辱
蒙

朝
思
、
賜
細
野
号
、
為
新
家
〈
寛
永
七
年
十
二
月
十
日
元
服
十
九
歳

/
為
景
者
下
家
五
代
為
純
之
孫
、
/
妙
寿
院
健
鶴
子
也
、
慢
寓
者
/

本
禅
僧
後
遺
俗
)
、
為
景
〈
叶
歳
/
余
〉
正
保
之
初
、
再
賜
下
冷
泉

号
、
断
絶
相
続
〈
自
慶
長
初
至
正
保
初
/
断
絶
廿
年
余
〉
、
実
子
為

元
有
子
細
、
不
遂
相
続
之
故
、
葉
室
前
中
納
言
頼
業
卿
三
男
〈
頼
広
〉

為
養
子
相
続
〈
寛
文
十
年
八
月
廿
三
日
改
為
直
/
同
月
廿
八
日
元
服

〈
十
七
/
才
〉
後
改
為
純
〉
、
至
此
時
、
累
祖
之
血
脈
絶
了
、
可

惜
々
々
、
其
後
与
本
」
け
家
失
親
服
、
忘
同
流
之
事
、
相
続
之
身
、

不
知
案
内
而
、
怒
論
嫡
庶
之
意
念
加
増
、
殊
於
寄
通
不
快
之
事
、
逐

年
不
穏
使
、
然
而
宗
家
〈
為
経
二
男
兄
為
俊
依
病
/
辞
官
位
之
後
奔
〉

少
年
之
時
〈
父
没
後
〉
、
歌
道
之
事
、
随
従
之
鉢
而
、
似
信
当
家
説

談
、
亡
父
卿
既
講
師
之
事
、
受
口
授
之
後
、
逐
年
疎
遠
、
別
心
之
鉢

顕
然
、
宗
家
〈
廿
四
歳
/
享
保
十
年
〉

内
院
和
歌
御
会
被
加
御
人
数
了
、
詠
寄
者
蒙
中
院
家
教
訓
〈
為
故
通

約
公
弟
子
〉
、
享
保
十
六
之
比
、
辱

霊
元
院
御
点
拝
領
〈
依
頭
/
望
也
〉
、
崩
御
之
後
、
復
中
院
家
、
通

弱
公
被
義
之
後
、
三
条
西
家
入
門
〈
為
故
公
福
卿
弟
/
子
〉
、
此
時
」

け
亡
父
卿
諸
家
之
官
可
、
添
削
之
節
也
、
当
家
入
門
正
理
之
処
、
依
別

一O
六

存
入
門
無
望
之
由
、
申
随
従
公
福
卿
、
彼
卿
被
義
之
後
、
烏
丸
家
入

門
〈
為
光
栄
公
弟
子
〉
、
光
栄
公
被
莞
之
後
、
詠
寄
不
能
進
上
〈
当

時
詠
寄
可
有
相
談
方
無
之
、
於
不
賜
/
御
点
者
、
不
本
望
之
由
、
彼

是
有
過
一
吉
云
々
〉
、
於
家
説
作
法
者
、
弥
伝
説
二
条
冷
泉
両
家
之
説
、

相
混
用
之
事
、
為
経
己
来
、
今
猶
信
之
、
持
為
之
末
孫
、
蒙
冷
泉
家

号
之
人
、
依
誰
之
調
諌
兼
両
説
哉
、
更
非
正
説
、
妄
説
不
正
、
於
寄

道
可
謂
邪
魔
者
也
〈
従
去
年
三
月
至
当
/
八
月
寄
道
廃
学
之
、
/
人

不
及
御
沙
汰
、

父
為
経
者
、
以
慢
荷
造
念
、
専
儒
学
、
次
信
寄
道
、
難
然
論
嫡

庶
之
意
趣
、
有
之
故
、
寄
道
之
事
、
/
不
随
従
子
当
家
、
不
快

之
儀
、
多
年
不
止
、
宗
家
〈
茂
〉
少
年
之
節
者
、
専
儒
学
、
父

子
共
有
試
作
進
〉
、
」
針

御
点
之
事
、
頻
依
頼
申
、
及
御
沙
汰
両
説
兼
用
之
浮
説
御
不
審
、
先

被
尋
探
宗
家
心
中
之
儀
、
事
之
発
端
也
、

¥
寛
延
二
〈
己
巳
)
年
七
月
廿
八
日
、
申
半
刻
参
院
〈
刻
限
院
可

/
参
之
事
、
/
伝
奏
八
条
前
中
納
言
隆
英
卿
/
兼
而
被
伝
仰
)
、

酉
刻
参
上
、
召
御
前
、

-
民
部
卿
詠
寄
御
点
願
望
也
、
仰
被
召
寄
、
被
尋
下
条
々
、
年
来

両
説
兼
用
子
細
有
之
哉
事
、
於
執
心
者
、
一
流
之
説
信
仰
可
然
事
也
、

二
条
家
説
於
信
仰
者
、
冷
泉
称
号
如
何
、
冷
泉
家
説
勿
論
可
有
信
仰



事
、
叶
正
理
家
説
真
実
、
於
信
仰
者
、
随
従
於
為
村
而
、
説
々
可
信

仰
、
入
門
之
所
存
可
然
、
」
初
為
村
所
存
、
猶
可
被
尋
下
之
由
、
民

部
卿
〈
江
〉
被
仰
閲
之
閥
、
〈
為
村
〉
領
承
之
有
無
、
可
一
言
上
之

由
、
巨
細
被
仰
下
、

〈
民
部
卿
於
御
前
、
謹
奉
入
、
猶
退
而
可
言
上
之
旨
、
被
仰
含

一五々
、〉

家
仰
之
旨
議
長
奉
、
退
而
可
一
宮
上
之
由
申
、
退
入
、
謁
八
条
前
黄

門
、
仰
之
趣
演
説
、
畏
存
旨
申
、
但
即
時
領
承
之
有
無
難
申
、
子

細
有
之
問
、
猶
明
日
致
言
上
度
由
申
畢
、
退
出
、

¥
廿
九
日
、
参
院
、
謁
前
黄
門
、
昨
夜
蒙
仰
之
儀
、
奉
入
所
存

之
子
細
、
書
述
附
彼
卿
一
百
上
、

-
今
度
、
宗
家
卿
当
家
正
説
、
依
懇
望
、
令
列
門
弟
子
、
家
説
」

け
教
訓
之
事
、
可
領
承
否
之
儀
、
謹
奉
存
候
、
不
才
之
、
〈
為
村
〉

辱
蒙
仰
、
過
分
之
至
、
而
日
不
過
之
、
畏
恐
入
存
候
、
宜
預
御

沙
汰
候
、
乍
然
、
即
刻
難
領
承
、
申
子
細
有
之
、
亡
父
〈
為
久
〉

存
命
之
時
、
門
弟
無
望
之
由
申
之
後
、
於
道
隔
意
歴
年
月
候
、
然

所
対
、
〈
愚
子
〉
有
何
之
望
而
、
門
弟
家
説
懇
望
之
所
存
候
哉
、

甚
不
審
候
、
仰
畏
謹
奉
存
候
得
共
、
於
応
仰
者
、
背
父
之
命
、

於
守
父
之
命
者
、
背

仰
、
一
身
之
非
礼
、
窮
迫
難
渋
候
、
更
非
私
之
宿
意
、
存
道
之
恐

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

故
也
、
但
戸
部
実
改
当
道
之
非
法
、
令
信
仰
嫡
家
正
説
、
尤
不
混

他
之
説
、
真
実
崇
敬
之
心
底
候
哉
、
以
虚
薄
之
人
、
為
師
弟
之
約

事
、
道
之
恐
不
少
、
〈
為
村
〉
小
心
愚
痴
而
疑
惑
離
散
候
、
願
可

被
札
明
実
虚
〈
歎
〉
、
」
初
真
実
之
心
底
、
明
白
顕
然
之
上
、
於
蒙

仰
者
、
可
為
門
弟
之
約
候
、
於
実
虚
、
不
分
明
者
難
領
承
、
申

此
旨
趣
、
乍
恐
窮
切
之
余
、
謹
言
上
候
、
宜
御
沙
汰
、
伏
願
存
候

也、

為
村

八
条
前
中
納
言
殿

即
刻
、
及
披
露
被
聞
召
之
由
也
〈
中
容
王
烏
丸
中
納
言
等
面
会

之
節
、
/
子
細
談
之
〉
、
民
部
卿
進
上
之
一
一
紙
〈
昨
日
之
請
書
也
〉
、

以
前
黄
門
、
被
為
見
下
、
則
令
熟
覧
、

言
上

.
二
条
家
冷
泉
家
兼
用
之
事
、
」
付

当
流
二
条
家
冷
泉
家
之
説
、
兼
用
之
旨
、
申
伝
候
得
共
、
於
此
儀

者
不
分
明
候
、
天
正
年
中
依
乱
世
、
被
奪
家
領
、
当
家
暫
中
絶
、

〈
宗
家
〉
曽
祖
父
〈
為
景
〉
冷
泉
家
再
興
被
仰
出
、
其
後
寄
道

之
儀
、
二
条
家
之
先
達
、
為
師
受
教
訓
相
学
候
、
自
師
家
之
説
相

守
、
近
代
二
条
家
之
説
用
来
候
、
然
二
条
家
伝
授
於
難
相
叶
者
、

自
今
二
条
家
之
説
相
改
、
冷
泉
家
之
家
説
、
専
一
可
相
守
候
、
然

士一

O
七



園
文
副
学
論
叢

第
六
十
二
輯

上
者
、
同
流
右
衛
門
督
〈
江
〉
無
二
心
、
随
従
仕
家
説
、
承
知
仕

度
候
、
右
衛
門
督
亦
無
覆
蔵
、
相
伝
之
様
〈
ニ
〉
仕
度
候
、
難
然
、

只
朋
之
家
説
〈
ヲ
〉
受
、
和
歌
作
法
〈
斗
〉
如
冷
泉
家
仕
候
〈
而

茂
〉
、
後
々
道
之
相
伝
無
之
、
寄
道
不
成
就
之
義
〈
而
〉
者
、
乍

恐
不
本
意
奉
存
候
、
今
度
蒙
」
付

勅
言
冥
加
之
至
、
不
堪
感
、
侃
唯
偏
奉
仰

御
憐
慰
而
己
、

。一小{柔

右
文
言
不
分
明
而
、
理
不
正
不
知
案
内
故
〈
歎
〉
、
於
道
甚
不
快
之

文
段
、
恐
存
之
旨
、
〈
愚
存
〉
一
々
以
正
理
、
申
述
了
、
其
旨
前
黄

門
有
言
上
之
後
、
召
御
前
、
参
上
〈
前
黄
門
同
伺
候
〉
、
猶
又
依

仰
、
掃
心
底
言
上
了
、
戸
部
之
文
言
、
不
分
明
之
御
気
色
也
、

退
入
、

¥
品
川
目
、
参
院
、
謁
前
黄
門
申
云
、
昨
日
被
為
見
下
、
戸
部
書
面

文
段
、
〈
愚
存
〉
難
申
述
、
為
後
々
番
連
之
一
紙
附
之
、

-
宗
家
卿
言
上
之
一
紙
被
為
見
下
、
〈
為
村
〉
所
存
無
之
哉
之
事
、

被
尋
下
、
議
奉
畏
、
熟
覧
候
処
、
文
言
浮
虚
存
候
、
二
条
家
伝
授

於
難
叶
者
、
自
今
冷
泉
家
説
」
け
可
相
守
之
文
言
、
就
中
不
審
、

戸
部
之
二
心
顕
然
候
〈
欺
〉
、
元
来
二
条
家
伝
受
難
願
望
、
依
不

叶
冷
泉
家
説
、
可
相
守
〈
与
〉
之
事
々
存
候
、
然
者
両
説
之
内
、

何
〈
と
も
〉
叶
候
方
、
可
相
守
〈
与
〉
之
、
申
分
候
哉
、
下
冷
泉

三
O
八

家
相
続
之
戸
部
、
仮
〈
に
も
〉
申
問
敷
事
〈
云
々
〉
、
冷
泉
家
相

続
之
人
、
検
置
先
祖
之
説
、
望
二
条
家
之
伝
授
、
定
而
其
人
之
力
、

満
足
之
故
、
所
信
有
之
候
〈
与
〉
存
候
、
先
祖
己
来
信
仰
之
説

棄
置
、
望
二
条
家
伝
受
事
、
不
才
無
力
不
知
之
案
内
、
〈
為
村
〉

不
致
弁
候
、
若
又
於
浮
虚
者
、
持
為
卿
以
来
之
家
説
棄
置
、
以
彼

二
心
、
言
上
之
事
如
何
候
、
端
之
文
段
、
一
向
不
足
申
、
不
知
案

内
之
事
候
、
乍
去
於
不
申
者
、
〈
為
村
〉
仮
無
所
存
候
故
、
少
々

申
候
、
下
冷
泉
中
絶
、
歴
数
年
之
後
、
為
景
辱
蒙
御
取
立
之
朝

思
〈
品
川
才
余
〉
、
賜
下
冷
泉
号
、
相
続
仕
候
、
彼
為
景
尤
無
二
心
、

信
持
為
之
流
候
〈
持
為
流
ハ
/
為
相
余
流
也
〉
、
証
有
之
候
、
戸

部
〈
ハ
〉
為
景
之
趣
意
〈
ヲ
〉
」
肘
不
存
知
〈
候
者
〉
歎
敷
候
、

縦
錐
守
師
説
、
子
孫
永
々
可
守
二
条
家
説
〈
与
〉
者
、
申
置
問
敷

候
、
但
申
置
候
哉
、
然
者
只
今
迄
、
以
何
之
先
達
之
説
、
二
条
冷

泉
両
説
兼
用
来
候
哉
、
此
文
言
両
説
兼
用
之
事
申
述
候
、
文
言

〈
と
ハ
〉
難
見
分
候
、
只
二
条
家
説
用
来
候
事
、
己
申
立
候
〈
と
〉

存
候
、
且
不
分
明
之
儀
〈
と
〉
書
注
候
一
段
、
以
不
分
明
之
儀
、

用
来
事
候
ハ
¥
汚
家
説
候
事
、
冷
泉
両
家
之
取
理
候
、
両
説
兼

用
之
義
、
実
虚
明
白
〈
ニ
〉
存
度
候
、
奥
之
文
段
未
不
至
其
沙
汰

事
候
、
乍
恐
番
付
進
候
、
昨
日
言
上
之
儀
候
得
共
、
為
後
々
、
書

認
候
、
猶
及
御
沙
汰
候
ハ
¥
可
畏
存
候
、
此
節
之
儀
、
随
分
相



慎
候
、
所
存
候
得
共
、
若
過
言
之
儀
、
可
有
候
哉
、
恐
存
候
、
宜

預
御
沙
汰
、
偏
希
存
候
也
、

七

月

品

川

日

為

村

八
条
前
中
納
言
殿
」
付

昨
廿
九
日
、
〈
為
村
〉
所
存
言
上
之
趣
、
民
部
卿
〈
江
〉
以
前
黄
門

被
仰
問
、
被
札
明
実
虚
云
々
〈
昨
日
、
内
々
右
衛
門
督
所
存
、
被

尋
候
処
、
故
大
納
言
/
存
命
之
時
分
、
門
弟
之
望
、
無
之
旨
申
之
、

然
処
、
今
又
/
門
弟
家
説
懇
望
之
所
存
、
甚
不
審
之
問
、
御
請
難
申

候
之
由
被
申
、
当
家
正
説
を
信
仰
/
不
混
他
之
説
、
真
実
崇
仰
、
心

底
明
白
顕
然
之
上
、
於
蒙
仰
者
、
可
為
門
弟
約
候
旨
、
被
申
候
〉
、

右
之
旨
趣
、
以
書
面
、
昨
日
被
尋
下
之
、
答
書
今
日
持
参
〈
云
々
〉
、

召
御
前
〈
前
黄
門
伺
候
〉
、
一
紙
被
為
見
下
、
熟
覧
、

-
冷
泉
故
前
大
納
言
為
久
卿
存
命
時
分
、
門
弟
不
相
望
之
事
、
右

衛
門
督
不
審
之
由
、
当
家
〈
為
景
〉
以
来
二
条
家
之
先
達
、
為
師

寄
道
相
学
候
〈
為
景
/
儀
〉
、
中
院
通
村
公
受
教
訓
候
、
亡
父
〈
為

経
〉
始
日
野
弘
資
卿
為
門
弟
後
、
中
院
通
茂
公
受
添
削
候
、
〈
宗

家
〉
自
若
年
、
中
院
前
右
府
通
担
公
家
教
訓
、
年
久
相
学
候
、
其

上
三
条
西
家
遺
遥
院
入
道
内
府
〈
与
〉
政
為
互
懇
切
之
事
、
以
其

旧
縁
、
三
条
」
約
故
前
大
納
言
公
福
卿
〈
江
〉
自
若
年
、
内
々
受

指
南
候
、
其
時
〈
為
久
卿
添
削
、
不
被
/
免
巳
前
也
〉
、
依
之
、

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

通
拐
公
被
莞
之
後
、
三
条
公
福
卿
〈
江
〉
直
門
弟
熱
望
仕
候
、
公

福
卿
被
捷
之
時
分
、
為
久
卿
被
命
〈
ニ
〉
而
無
之
候
、
の
烏
丸
故

前
内
府
光
栄
公
為
門
弟
、
蒙
教
訓
候
、
多
年
二
条
家
之
説
相
学
候
、

右
之
通
之
子
細
、
故
為
久
卿
存
命
之
時
分
、
不
相
望
事
〈
ニ
〉
候
、

今
度
二
条
家
伝
受
難
叶
之
旨
、
冷
泉
家
之
説
、
於
相
学
之
真
実
之

執
心
、
以
次
第
、
右
衛
門
督
〈
江
〉
可
有
仰
之
旨
、
泰
之
候

〈
ニ
〉
付
、
後
々
受
相
伝
、
寄
道
成
就
之
事
至
〈
テ
〉
、
本
望
難
有

義
〈
ニ
〉
存
候
故
、
今
度
更
冷
泉
家
之
説
、
可
相
守
旨
、
申
上
候

事
、
今
度
依
仰
、
二
条
家
之
説
相
改
。
冷
泉
家
之
家
説
、
於
相

承
者
、
不
混
他
之
説
、
冷
泉
家
之
説
、
真
実
信
仰
、
勿
論
之
事
候
、

七

月

冊

目

宗

家

」

け

八
条
前
中
納
言
殿

右
文
言
亦
不
分
明
候
而
、
道
理
不
正
之
故
、
〈
愚
存
〉
不
残
心
中
、

乍
恐
言
上
〈
不
及
/
書
面
〉
、
被
間
食
、
道
理
至
極
、
被
思
食

之
御
気
色
也
、
乍
去
巨
細
於
申
理
者
、
先
々
不
及
吟
味
事
共
、
於

今
難
渋
之
子
細
、
委
細
被
仰
問
、
自
今
以
真
実
、
於
随
従
之
志
者
、

存
宥
可
領
承
〈
欺
〉
之
、
仰
無
拠
之
故
、
謹
奉
入
可
領
承
〈
欺
〉
、

猶
退
〈
而
〉
可
言
上
、
弥
於
領
承
申
者
、
〈
為
村
〉
願
旨
有
之
由
言

上
、
退
御
前
之
後
、
更
参
御
前
〈
前
黄
門
未
不
被
退
/
御
前
〉
、

願
旨
之
一
紙
附
前
黄
門
一
百
上
、

三
O
九
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文
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第
六
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-
再
蒙
仰
、
謹
泰
存
候
、
但
於
真
実
之
心
底
者
、
奉
驚
諸

神
明
可
童
書
言
儀
存
候
、
其
番
言
者
、
近
世
称
家
説
二
条
冷
泉
」

山
口
両
説
兼
用
之
儀
、
無
其
謂
、
背
先
祖
之
教
訓
、
疑
惑
遺
子
孫
之

非
法
、
後
悔
恐
誤
、
且
蒙
冷
泉
称
号
上
者
、
勿
論
対
一
流
之
嫡
家
、

主
末
代
、
無
非
礼
之
儀
、
令
信
仰
累
代
正
説
、
改
年
来
之
所
存
、

寄
道
習
練
、
長
久
之
存
念
、
真
実
無
相
違
之
旨
、
可
有
筈
状
事
候
、

不
限
此
義
、
尚
不
残
心
中
、
書
誓
言
可
書
顕
義
候
、
言
上
者
不
才

之
、
〈
為
村
〉
猶
以
深
畏
入
、
可
領
承
申
候
、
猶
又
至
後
々
、
両

家
之
問
、
以
上
冷
泉
駕
、
師
家
之
証
、
此
時
乍
恐
願
申
候
、
過
言

恐
存
候
得
共
、
〈
為
村
〉
存
先
祖
後
、
孫
恐
後
々
之
違
乱
之
故
也
、

於
不
普
者
、
以
此
旨
、
宜
御
沙
汰
謹
願
存
候
也
、

八

条

前

中

納

言

殿

為

村

即
被
為
披
露
、
猶
可
有
御
沙
汰
之
曲
、
謹
奉
退
、
」
肘

番
状
書
認
、
〈
為
村
江
〉
可
遣
否
之
事
、
以
前
黄
門
被
尋
下
、
戸
部

所
存
書
面
一
通
、
於
御
前
被
為
見
下
〈
前
黄
門
伺
候
〉
、
文
一
言
如

何
之
事
、
難
有
之
、
不
及
言
上
、

.
先
刻
之
番
付
、
右
衛
門
督
〈
江
〉
被
為
見
候
処
、
家
説
信
仰
之

上
、
於
遺
筈
状
者
、
無
覆
蔵
、
尤
伝
家
説
之
旨
申
上
候
〈
ニ
〉
付
、

哲
状
仕
候
哉
と

御
尋
之
旨
、
議
奉
了
、
替
状
之
義
、
寄
道
無
他
信
仰
、
家
説
真
実
、

三一

O

山
宗
仰
不
混
他
説
、
家
説
専
一
可
守
之
旨
者
、
成
就
番
付
可
申
候
、

其
余
右
衛
門
督
文
言
〈
ニ
〉
好
等
有
之
、
難
香
述
子
細
、
於
有
之

者
、
難
番
付
存
候
、
此
旨
宜
御
沙
汰
被
入
存
候
也
、

七

月

品

川

日

宗

家

八
条
前
中
納
言
殿
」
約

誓
言
之
旨
趣
、
文
段
可
望
申
之
事
、
蒙
仰
之
問
、
附
前
黄
門
言
上
、

-
宗
家
卿
為
門
弟
上
者
、
答
状
之
文
言
、
可
望
申
之
由
、
無
子
細

入
門
候
得
〈
ハ
〉
、
不
及
望
申
候
得
共
、
実
虚
不
分
明
之
上
、
辱

蒙仰
侠
故
、
謹
奉
別
紙
書
認
候
趣
筈
一
一
百
、
猶
又
不
残
心
底
、
書
加
候

様
、
於
及
御
沙
汰
者
、
為
後
々
畏
存
候
、
且
昨
今
両
度
言
上
之
文

言
、
不
分
明
候
得
共
仰
重
之
故
、
謹
奉
重
而
不
申
不
審
存
宥
候
、

於
誓
言
者
、
右
之
所
望
不
被
除
、
又
言
及
御
沙
汰
候
様
、
偏
願
存

候
、
別
紙
之
通
、
難
書
附
之
由
、
申
候
得
者
、
則
不
実
候
、
此
儀

只
非
当
前
之
儀
、
依
事
当
家
之
破
道
、
一
身
之
大
事
〈
ニ
〉
相
成
、

大
切
之
儀
、
」
付
至
後
々
、
家
之
妨
道
之
妨
有
之
事
、
不
容
易

候
、
厳
重
之
誓
状
真
実
明
白
顕
然
之
事
、
専
一
〈
ニ
〉
存
時
、

宜
於
致
不
実
者
、
不
為
本
懐
候
、
及
大
切
之
期
候
問
、
不
顧
恐

謎
々
申
候
、
〈
為
村
〉
迷
惑
之
心
中
、
御
推
量
之
上
、
宜
預
御
沙

汰
候
、
実
虚
厳
重
被
札
明
謹
替
言
之
趣
、
実
候
上
者
、
尤
領
承
之



覚
悟
候
、
宜
御
申
沙
汰
、
伏
願
存
候
也
、

八
条
前
中
納
言
殿

誓
状
之
案
文
〈
別
紙
〉

.
今
皮
肉
球
院
宣
、
冷
泉
家
入
門
受
教
訓
之
事
、
投
存
候
、
為
門

弟
子
上
者
、
猶
々
改
年
来
之
不
実
、
一
流
之
正
説
、
可
令
信
仰
候

故
、
為
久
卿
在
世
之
時
、
入
門
其
望
無
之
由
申
、
不
入
門
之
儀
、

於
今
生
」
的
経
之
誤
、
背
道
之
理
、
恐
存
候
、
依

ψ
命

之

明

主
布
ふ
為
柑
Y
朱
面
白
候
為
同
流
之
上
、
乍
家
冷
泉
称
号
、
不
信

先
祖
之
正
説
、
近
世
称
伝
説
二
条
冷
泉
両
説
兼
用
之
妄
説
、
背
先

祖
之
教
訓
、
疑
惑
遺
後
孫
之
非
法
、
今
以
恐
存
候
、
自
今
以
冷
泉

一
説
、
専
令
修
行
、
尤
不
可
混
他
之
説
候
、
勿
論
対
一
流
之
嫡
家
、

永
不
可
存
疎
意
、
改
非
礼
之
所
存
、
寄
道
習
線
、
長
久
之
存
念
、

無
相
違
候
、
被
伝
之
師
説
、
他
人
者
勿
論
、
難
為
一
子
、
堅
伝
申

問
敷
候
、
此
後
対
一
流
嫡
家
、
不
可
致
非
礼
候
、
至
子
孫
此
条
々

可
相
守
之
旨
、
可
申
伝
此
旨
、
〈
宗
家
〉
誓
言
若
於
不
実
者
可
蒙
」

.方
向
H
V御
前
者
也
、
仰
替
言
、
如
件
、

年

月

日

名

字

則
被
逐
披
露
之
後
、
召
御
前
〈
前
黄
門
伺
候
〉
、
案
文
明
日
民

部
卿
〈
江
〉
可
被
為
見
下
、
但
神
号
可
為
何
哉
之
事
、
被
尋
下
、

為
村

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

謎
奉
〈
為
村
当
時
軽
服
中
之
問
、
/
悌
一
言
上
〉
、
被
許
之
問
、
言

上、
.
日
本
国
中
大
小
神
祇
別
而
者
、
住
吉
l
l
玉
津
島
|

氏
神

右
可
然
存
候
、
但
此
度
之
筈
言
候
閥
、
先
祖
〈
茂
〉
書
加
皮
之
曲
言

上
〈
先
祖
之
名
号
書
連
候
も
、
如
何
之
間
〉
、
先
祖
之
餐
〈
与
〉
有

度
由
一
一
百
上
、
被
間
食
、
明
日
清
書
〈
案
文
之
清
書
也
〉
、
可
持
参

之
由
」
川
町

仰
、
且
以
墨
滅
之
文
言
、
於
不
苦
者
、
除
彼
方
可
然
之
由
、
委
蒙

仰
、
可
除
文
言
之
事
一
言
上
、
退
御
前
、
退
出
、

¥
八
月
一
日
、
参
院
、
案
文
之
清
書
持
参
、
以
前
黄
門
、
献

御
前
、
其
後
召
戸
部
、
於
御
前
被
為
見
下
〈
御
書
院
/
出
御

云
々
〉
、
後
召
〈
為
村
〉
、
被
召
民
部
卿
案
文
、
被
為
見
下
之
処
、
申

子
細
有
之
由
、
被
仰
問
、
就
中
年
来
之
不
実
〈
与
〉
有
之
事
、
不

存
弁
之
由
、
言
上
〈
云
々
〉
、
但
他
人
者
勿
論
、
難
為
一
子
竪

l
、

此
文
段
不
被
免
己
前
、
竪
他
〈
江
〉
伝
申
問
敷
候
〈
与
〉
有
之
、
可

然
〈
与
〉
仰
有
之
、
奉
存
之
旨
言
上
、
入
御
召
御
小
書
院
〈
前
黄

門
伺
候
〉
、
戸
部
不
審
申
之
文
段
、
元
来
不
実
之
心
底
、
不
審
之
意
、

先
此
段
〈
ニ
〉
」
財
有
之
候
〈
与
〉
被
存
候
、
〈
為
村
〉
書
題
之
不
実

之
儀
者
、
両
説
兼
用
之
事
候
由
、
申
前
黄
門
附
片
紙
書
面
、

一一一一
一
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-
改
年
来
之
不
実
、
一
流
之
正
説
可
令
信
仰
候
、

〈
此
文
言
不
実
之
ご
字
之
儀
、
年
来
以
二
条
冷
泉
両
説
、
被
兼

用
之
説
、
於
不
正
説
者
、
非
不
実
哉
、
但
年
来
兼
用
之
説
、
実

正
説
候
哉
、
於
被
受
冷
泉
家
説
者
、
不
実
之
説
也
、
仰
正
説
可

令
信
仰
〈
与
〉
之
文
勢
候
、
文
段
之
内
、
近
世
弥
伝
説
|
妄
説

〈
与
〉
有
之
序
之
文
段
也
、
〉

言
上
之
旨
趣
、
尤
之
事
被
恩
命
、
年
来
岡
説
兼
用
、
勿
論
不
実
也

〈
与
〉
之
御
気
色
也
、
彼
是
有
仰
後
、
退
御
前
、

民
部
卿
案
文
持
見
之
上
、
早
速
所
存
難
申
上
、
明
日
迄
被
願
延
引

〈
云
々
〉
、
何
今
日
先
〈
為
村
〉
退
出
、

¥
二
日
、
参
院
、
召
御
前
、
彼
是
有
仰
〈
巨
細
不
注
之
〉
、
」

山
民
部
卿
参
上
、
拝
見
之
案
紙
之
文
言
、
難
書
之
由
、
彼
是
被
申
子

細
事
有
之
〈
云
々
〉
、
元
来
不
実
之
心
底
、
難
改
之
故
、
寄
状
之
文

言
、
不
叶
意
有
念
怒
之
気
、
発
怨
念
之
言
之
由
、
生
来
之
実
意
也
、

然
上
者
、
門
弟
之
事
領
承
、
難
申
再
三
拘
束
仰
、
過
言
甚
恐
存
之
上
、

重
而
辞
申
之
恐
難
有
之
、
調
道
謂
家
、
不
容
易
之
儀
、
身
退
而
可

辞
申
之
外
、
無
他
之
所
存
、
不
才
短
慮
之
所
為
、
愚
痴
窮
迫
之
余
也
、

恐
健
而
退
茅
屋
〈
亥
刻
斗
也
〉
、
其
後
之
儀
、
不
知
之
、

¥
一
二
日
今
日
〈
巳
半
刻
〉
可
参
院
之
由
、
前
黄
門
被
伝
」
財
召
、

先
奉
存
之
旨
、
申
答
之
後
、
称
所
労
、
不
参
、

一一一一
一一

¥
五
日
、
今
日
小
番
称
所
労
、
不
参
、

未
刻
斗
、
従
前
黄
門
書
状
到
来
、

状
云
、
〈
尚
々
、
於
御
前
番
付
申
候
也
、
〉

〈
-
於
御
前
被
尋
下
後
、
有
之
候
問
、
被
扶
所
労
御
参
可

被
成
之
/
仰
〈
ニ
〉
候
、
所
詮
御
参
可
然
存
候
、
尚
御

前
〈
江
〉
被
召
候
、
別
可
申
承
候
也
、

八
月
五
日

右
衛
門
督
殿
〉

隆
英

〈
尚
々
於
御
前
被
害
付
之
由
承
候
也
、
〉

披
見
謹
奉
返
答
、
〈
於
御
前
被
尋
下
之
儀
有
之
旨
、
扶
所
労
可
参

之
由
、
/
仰
之
旨
、
議
奉
存
候
、
所
詮
院

参
可
然
之
由
、
被
示
問
承
候
、
/
所
労
相
扶

可
令
参
之
問
、
御
前
〈
江
〉
被
召
候
巴
前
事

候
、
可
承
候
也
、
八
月
五
日

追
申
、
所
労
之
条
可
有
遅
参
候
也
、
〉

此
間
再
三
蒙
仰
之
上
、
過
言
恐
多
殊
一
昨
日
不
応
召
、
」
即
今
日

亦
不
参
番
令
屈
居
之
処
、
以
御
慈
憐
扶
所
労
可
参
之
召
有
之
事
、

慈
恩
広
大
之
儀
、
恐
入
謹
奉
、
今
日
不
応
召
者
、
違
背
之
重
罪

難
逃
、
不
叶
道
之
理
之
事
、
更
休
浴
結
髪
散
屈
居
之
思
、
着
布
衣
参



院
、
先
謁
前
黄
門
厚
恩
潤
余
之
御
沙
汰
奉
之
、
恐
々
謹
奉
要
談
、

移
時
後
、
被
召
之
曲
、
彼
卿
引
導
、
参
御
前
敬
屈
御
気
色
、
知

常
畏
存
謹
伺
候
、

仰
番
状
之
文
言
、
此
間
之
通
、
難
脊
附
之
故
、
民
部
卿
答
、
甚
及
遅

滞
事
、
不
安
之
故
、
右
之
案
文
被
害
替
、
被
為
見
下
之
処
、
戸
部
承

伏
之
、
加
筆
可
熟
覧
之
由
、
被
為
見
下
、
」
財

・
今
度
辱
蒙
院
宣
、
為
冷
泉
家
門
弟
受
家
説
之
上
者
、
真
実
信

一
流
正
説
、
不
混
他
之
説
、
寄
道
習
線
、
長
久
之
心
願
候
、
被
伝

候
説
々
、
不
被
免
己
前
、
他
人
〈
江
〉
竪
伝
申
問
敷
候
、
対
師
家

此
後
、
不
可
致
非
礼
候
、
〈
宗
家
〉
勿
論
猶
至
子
孫
此
条
々
可
相

守
之
旨
、
可
申
伝
候
、
此
旨
若
於
不
実
者
、
可
蒙

日
本
国
中
大
小
神
祇
l

i

-

-

-
右
衛
門
督
〈
江
〉
遺
笹
状
之
事
、
此
案
文
之
通
〈
ニ
〉
而
、

為
村
卿
向
後
忘
遺
恨
、
無
別
心
覆
蔵
、
家
説
於
可
有
相
伝
者
、

書

付

可

申

候

也

、

八

月

一

一

日

宗

家

八
条
前
中
納
言
殿
」
即

熟
覧
之
上
、
所
存
無
覆
蔵
可
申
輩
之
由
、
辱
蒙
仰
之
問
、
不
顧
憎

謹
言
上
、
以
此
筈
状
一
通
領
承
難
申
、
先
達
〈
而
之
〉
案
文
之
中
、

両
説
兼
用
之
誤
、
亡
父
存
日
入
門
此
望
之
由
申
之
、
後
悔
等
難
除
之

旨
言
上
、
被
間
食
了
、
此
二
ヶ
条
者
、
怠
状
可
被
替
餐
状
〈
井
〉

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

怠
状
等
可
被
仰
付
之
由
、
被
仰
問
、
謹
奉
然
上
者
、
最
初
之
文

言
、
柳
之
相
違
己
而
、
意
趣
無
所
残
之
問
、
〈
為
村
〉
再
無
申
旨
、

但
一
流
嫡
家
〈
与
〉
候
所
対
師
家
〈
与
〉
被
替
候
、
尤
師
家
之
二
字
、

浮
畏
入
存
候
得
共
、
願
者
一
流
嫡
家
〈
与
〉
有
皮
旨
、
再
三
言
上
、

道
理
尤
之
儀
、
勿
論
廿
四
字
難
除
所
也
、
然
共
此
四
字
民
部
卿
難
書

之
由
、
可
申
上
、
只
此
四
字
之
有
無
故
、
一
件
不
落
着
之
事
、
甚
」

附
御
心
労
之
御
気
色
也
、
於
一
流
嫡
家
者
、
可
賜
其
証
之
閥
、
〈
為

村
〉
和
順
領
承
之
事
、
委
蒙
仰
謹
奉
、
此
上
者
、
重
不
申
所
存
、

早
速
可
領
承
之
旨
申
前
黄
門
、
猶
又
所
存
治
定
可
申
上
之
旨
仰
也
、

且
家
説
申
伝
之
上
者
、
詠
草
可
賜
御
点
之
問
、
阿
説
兼
用
相
改
、
随

従
冷
泉
家
説
之
事
、
普
状
進
上
之
事
、
可
被
仰
下
、
中
絶
再
興

〈
与
〉
被
害
候
儀
、
〈
為
村
〉
所
存
無
之
哉
之
由
被
尋
下
、
尤
所
存
無

之
、
厳
重
堅
固
之
替
状
、
及
御
沙
汰
可
然
之
事
言
上
畢
、
前
黄
門
相

共
退
御
前
〈
御
庭
御
遊
覧
/
臨
幸
子
止
々
斉
/
召
彼
所
〉
、
出
番

所
、
尚
又
談
前
黄
門
、
明
後
七
日
参
上
可
言
上
之
事
示
談
了
、
亥
上

刻
、
退
出
、
」
附

¥
六
日
、
今
日
霊
元

l
御
正
忌
日
、
仰
無
御
沙
汰
、

¥
七
日
、
午
時
、
参
院
、
一
昨
夜
於
御
前
言
上
之
旨
趣
、
愚
存

治
定
以
一
通
申
前
黄
門
、

-
民
部
卿
附
〈
為
村
〉
候
、
響
状
之
案
文
被
為
見
下
、
辱
熱
覧

一一一一一一一



園
文
皐
論
叢

第
六
十
二
輯

仕
候
、
案
文
之
通
、
公
認
無
子
細
存
候
、
但
両
説
兼
用
無
謂
事

〈
井
〉
亡
父
〈
為
久
〉
存
命
之
時
、
門
入
無
望
之
由
申
之
儀
、

不
叶
道
理
事
等
、
弥
存
誤
候
事
候
者
、
怠
状
猶
及
御
沙
汰
候
者

可
辱
存
候
、
且
対
師
家
之
文
言
、
対
一
流
、
嫡
家
〈
与
〉
有
度

文
談
候
得
共
、
此
義
者
、
彼
是
辱
仰
之
上
者
、
案
紙
之
通
者
、

無
子
細
存
候
、
此
一
件
彼
是
被
謹
御
慮
恐
入
存
候
、
為
通
為

後
〈
と
〉
不
残
、
心
底
之
多
言
、
心
外
之
過
言
非
礼
等
、
深
恐

入
存
候
、
」
財
以
御
憐
感
、
諸
篇
御
赦
免
之
御
沙
汰
、
宜
御

申
御
沙
汰
、
伏
謹
願
存
候
、
此
上
者
、
民
部
卿
不
申
子
細
書
、

認
穏
便
相
済
候
〈
へ
ハ
〉
、
珍
重
之
儀
存
候
也
、

八

条

前

中

納

言

殿

為

村

怠
状
可
被
仰
付
案
文
、
被
為
見
下
、
所
存
無
之
旨
、
右
之
紙
面
之

余
紙
令
加
筆
〈
於
前
黄
門
傍
書
加
之
〉
、

-
於
御
前
、
拝
見
仕
候
怠
状
之
案
文
所
存
無
之
候
、

八

条

前

中

納

言

殿

為

村

案
文

.
今
度
於
院
御
前
、
委
細
奉
仰
候
、
勿
論
為
同
流
之
上
者
、
可

信
」
肘
先
祖
之
正
説
処
、
近
世
為
伝
説
信
浮
説
、
二
条
冷
泉
両
家

之
作
法
兼
用
候
事
、
実
無
其
謂
通
之
冥
加
、
甚
以
恐
入
候
、
殊
故

為
久
卿
在
世
之
節
、
勿
論
可
入
門
事
、
道
之
正
理
可
叶
先
祖
之
教

三
一
四

訓
儀
候
、
〈
宗
家
〉
不
入
門
之
儀
、
今
更
誤
入
候
、
此
度
於
御

前
、
奉
仰
、
始
関
瞭
候
、
自
今
改
年
来
之
所
存
、
長
可
受
家
説

候
、
別
番
状
進
之
候
也
、

右
之
案
紙
、
被
為
見
下
之
処
、
承
知
之
書
面
有
之
〈
云
々
〉
、

-
遺
右
衛
門
督
一
一
紙
御
案
文
之
通
、
内
々
蒙
仰
之
上
者
、

此
通
寄
付
可
申
候
也
、

八

月

七

日

宗

家

八
条
前
中
納
言
殿
」
財

召
民
部
卿
害
状
怠
状
等
之
事
、
以
前
黄
門
、
被
仰
問
、
彼
卿
以
正

理
、
被
申
之
問
、
改
邪
僚
之
意
発
起
、
始
而
承
伏
替
状
怠
状
等
、
可

書
之
由
被
申
〈
云
々
〉
、
秋
田
易
暮
、
漸
初
更
之
鐘
声
、
報
時
之
閥
、

明
日
可
有
御
沙
汰
之
故
、
各
退
散
、
即
刻
退
出
、

¥
八
日
、
巳
刻
参
院
〈
内
々
存
知
之
故
、
/
着
奴
袴
〉
、
同
時
戸
部

参
院
午
半
刻
出
御
子
御
書
院
〈
御
小
直
衣
/
着
御
〉
、
依
召
先

候
、
孔
雀
之
問
、
前
黄
門
伝

院
宣
、
・
今
度
依
願
、
民
部
卿
詠
寄
賜
御
点
之
事
、
可
被
仰
下
、

於
家
説
者
、
〈
為
村
〉
可
教
訓
之
旨
也
、
」
附

右
謹
奉
入
畏
存
之
旨
言
上
、
以
新
中
納
言
〈
光
胤
/
卿
〉
民
部
卿

〈
江
〉
被
仰
下

院
宣
、
・
依
願
望
、
詠
寄
可
賜

御
点
、
於
説
者
、
信
冷
泉
家
従
右



告
示
{
居
小

右
深
志
之
事
、
尤
〈
ニ
〉
存
之
旨
申
答
握
掌
、
猶
入
門
之
事
々
和
談
、

前
中
納
言
被
出
会
、
両
人
同
様
、
畏
悦
之
拝
謝
申
之
、
以
表
使
女
房
、

畏
悦
申
於
新
大
納
言
〈
保
子
〉
局
怠
状
一
通
、
以
前
中
納
言
入
御

覧
、
有
御
覧
返
賜
、
猶
懐
之
怠
状
之
答
書
一
通
、
於
便
所
、
附
戸

部
披
見
、
有
謝
礼
之
詞
、
被
握
掌
〈
猫
以
前
中
納
言
被
応
/
御
覧
可

然
之
由
申
食
〉
、
」
財

答
書
云
、

¥
今
度
師
弟
至
可
約
申
之
事
不
才
之
、
〈
為
村
〉
過
分
之
至
候
得

共
、
依
仰
領
承
申
候
、
以
伝
来
之
家
説
、
幾
久
敷
可
申
入
候
、

御
習
練
長
久
専
一
候
、
且
故
前
中
納
言
在
世
之
節
、
入
門
之
儀

不
被
望
、
此
度
被
入
門
候
〈
ニ
〉
付
、
御
紙
面
之
趣
、
御
丁
寧

之
儀
〈
ニ
〉
存
候
、
尤
無
関
意
、
別
心
説
〈
ニ
〉
可
申
伝
存
候
、

御
直
〈
ニ
〉
そ
、
ひ
珍
重
存
候
也
、

八

月

八

日

為

す

・
ま

T

民
部
卿
殿

被
入
門
之
事
、
〈
為
村
〉
軽
服
之
日
数
十
一
日
終
之
問
、
其
巳
後
可

然
、
令
存
之
曲
、
談
前
中
納
言
服
中
背
問
敷
、
早
速
之
方
可
」
附
然

之
由
被
申
之
問
、
明
九
日
治
定
、
謁
戸
部
明
日
〈
辛
辰
〉
之
問
、
為

入
門
、
可
被
来
臨
之
約
定
之
者
、
初
度
之
詠
草
可
為
堅
紙
之
問
、
書

様
内
々
申
含
題
之
事
〈
寄
進
祝
/
寄
松
祝
〉
、
両
首
之
内
、
可
然
方
、

衛
門
督
可
受
之
由
云
々
、

右
謹
奉
入
畏
存
之
旨
、
一
百
上
之
由
間
之
、

民
部
卿
依
召
、
先
候
孔
雀
問
〈
予
列
座
〉
、
依
召
両
人
相
共
参
御

前
、
先
是
中
書
王
伺
候
、
新
中
納
言
前
中
納
言
等
侍
座
、
両
人
共
幾

久
敷
愛
出
、
思
召
之
御
気
色
也
、
畏
存
之
旨
、
阿
卿
取
計
言
上
、

中
書
王
命
、
両
家
自
今
和
順
長
久
珍
重
之
由
、
被
」
肘
応
御
気
色

也
、
両
人
共
申
長
、
謎
々
退
入
、
於
便
所
、
謁
戸
部
、
今
度
之
御
沙

汰
相
共
畏
存
之
事
、
喜
悦
和
談
申
合
〈
去
月
廿
八
日
巳
来
、
同
時
雌

参
上
/
不
及
面
会
、
為
穏
便
也
〉
、
自
懐
中
、
被
出
一
通
被
渡
之
、

令
披
見
之
処
、
怠
状
也
〈
奉
書
/
横
折
〉
、

怠
状
云
、

¥
今
度
於
院
御
前
、
委
細
奉
仰
候
、
勿
論
為
同
流
之
上
者
、

可
信
先
祖
之
正
説
処
、
近
世
為
伝
説
、
信
浮
説
、
二
条
冷
泉
両
家

之
作
法
兼
用
候
事
、
実
無
其
謂
道
之
冥
加
、
甚
以
恐
入
候
故
、
為

久
卿
在
世
之
節
、
勿
論
可
入
門
事
、
道
之
正
理
、
可
叶
先
祖
之
教

訓
儀
候
、
〈
宗
家
〉
不
入
門
之
儀
、
今
更
」
川
誤
入
候
、
此
度
於

御
前
、
奉
仰
、
始
開
瞭
候
、
自
今
改
年
来
之
所
存
、
長
可
受

家
説
候
、
別
〈
ニ
〉
誓
状
進
之
候
也
、

八
月
八
日

右
衛
門
督
殿

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

三
一
五
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治
定
之
事
、
被
尋
寄
道
祝
、
尤
候
由
申
之
、
明
九
日
入
門
治
定
之
事

申
前
中
納
言
、
其
時
節
、
彼
卿
来
臨
為
検
知
入
門
之
式
、
被
見
候
事
、

示
合
了
〈
内
々
及
御
沙
/
汰
儀
也
、
/
一
件
之
後
、
入
門
面
会
故
、

/
為
拠
知
可
有
来
臨
也
〉
、
御
許
之
後
、
戸
部
相
共
退
出
、
予
今
日

参
謝
之
所
々
〈
中
啓
王
亭
烏
丸
亭
八
条
亭
〉
、
戸
部
同
参
謝
可

然
之
義
、
申
含
了
、
」
財

¥
九
日
、
朝
之
問
、
従
戸
部
以
青
侍
、
被
鎖
越
蹄
〈
被
添
/
子
鯛
〉
、

被
謝
申
〈
入
門
殊
蒙
院
宣
、
畏
悦
之
至
、
/
習
練
長
久
随
従
之
由

也
〉
、
相
悦
之
由
即
答
畢
、
藤
谷
三
位
被
来
賀
〈
民
部
少
輔
、
依
歓

楽
/
不
被
来
〉
巳
刻
斗
前
中
納
言
来
臨
、
戸
部
入
来
出
会
入
門
歓
幸

之
由
申
合
、
持
参
之
一
通
被
渡
之
、
披
見
番
言
之
状
也
、

普
状
云
、

¥
今
度
辱
蒙

院
宣
、
写
冷
泉
門
弟
、
受
家
説
之
上
者
、
真
実
信
一
流
之
正
説
、

不
混
他
之
説
、
寄
道
習
練
長
久
之
心
願
候
、
被
伝
候
説
〈
云
々
〉
、
」

肘
不
被
免
己
前
、
他
人
〈
江
〉
竪
伝
申
間
敷
候
、
対
師
家
、
此
後

不
可
致
非
礼
候
、
〈
宗
家
〉
勿
論
猶
至
子
孫
、
此
条
々
可
相
守
之

旨
、
可
申
伝
候
、
此
旨
若
於
不
実
者
可
蒙

日
本
中
大
小
神
祇
別
而
者
、
両
神
御
罰
者
也
、
何
番
状
、
如
件
、

寛

延

二

年

八

月

八

日

宗

家

一一中ハ

右
衛
門
督
殿

右
披
見
神
文
頂
戴
了
、
握
掌
置
文
台
之
上
〈
上
之
問
、
/
床
上
置

/
文
台
懐
紙
詠
草
之
案
紙
/
置
之
料
也
〉
、
前
中
納
言
被
出
会
、
於

座
上
検
知
、
」
制
民
部
卿
藤
谷
三
位
予
為
泰
等
一
座
盃
酌
、
各
居
昆

布
抱
布
衣
侍
取
酌
〈
予
取
新
盃
飲
之
、
授
戸
部
々
々
/
被
巡
三

品
々
々
、
有
返
盃
、
為
泰
請
/
戸
部
之
盃
飲
之
、
返
盃
戸
部
可
有
返

盃
之
由
申
之
、
被
返
盃
〉
巡
盃
了
、
撤
献
、
予
取
笹
状
置
前
中
納
言
、

傍
可
有
披
見
之
事
申
之
〈
後
刻
〈
為
村
〉
随
身
参
院
、
/
可
入
御

覧
覚
悟
之
由
申
〉
、
此
間
家
説
作
法
等
口
授
之
〈
懐
紙
詠
草
之
書
法

/
短
冊
之
探
様
等
也
〉
、
戸
部
謹
承
知
了
、
家
説
先
指
当
之
事
、
少
々

口
授
了
之
事
、
申
検
知
之
卿
〈
戸
部
同
/
被
申
〉
前
中
納
言
普
状
披

見
了
、
被
返
之
置
本
所
、
黄
門
先
被
入
別
之
問
、
民
部
卿
三
位
予
為

泰
等
相
共
謁
前
黄
門
、
今
度
之
儀
、
一
家
一
統
畏
悦
之
儀
謝
申
、
」

伽
戸
部
被
帰
家
前
中
納
言
、
為
検
知
来
臨
之
謝
、
且
入
門
事
、
穏
便

等
之
拝
謝
、
勧
祝
酒
、
今
日
之
儀
言
上
、
被
急
参
院
之
問
、
不
及

数
献
、
午
刻
斜
被
婦
、

入
門
之
式
、
無
異
静
鑑
、
以
家
奴
申
下
、
亭
今
存
之
、
畏
悦
入
門
、

来
臨
之
賀
、
館
物
之
謝
等
也
〈
子
鯛
令
鎖
之
例
入
門
之
方
、
/
難
不

及
此
義
、
一
流
之
飯
子
、
/
栄
一
家
之
和
順
、
畏
悦
/
之
表
也
〉
、

未
刻
参
院
〈
路
次
向
下
家
謝
来
臨
之
儀
/
不
及
対
面
〉
同
時
戸
部



参
院
、
相
共
謁
前
中
納
言
、
申
畏
悦
之
拝
謝
之
後
、
以
表
使
女
房
、

拝
謝
之
旨
申
新
大
納
言
、
有
即
答
、
先
刻
持
参
之
菩
状
、
以
前
中
納

懸
紙
也

言
、
入
御
覧
、
有
御
覧
、
返
賜
戸
部
、
初
耐
被
窺
詠
草
〈
附
八

条
前
中
納
言
被
覚
之
/
筈
状
一
通
被
献
云
々
、
〉
」
財
則
給
御
点
、
畏

存
之
由
被
告
之
、
内
裏
院
中
御
会
詠
進
、
更
被
仰
下
之
事
、
同

被
告
之
、
申
刻
斗
相
共
退
出
、
予
参
謝
之
、
所
々
〈
八
条
亭
/
烏
丸

亭
〉
各
申
置
藤
谷
三
位
為
泰
等
参
院
、
相
共
畏
悦
之
謝
言
上
、
退

出、¥
十
一
日
、
参
番
如
例
、
召
御
前
、
今
度
之
畏
悦
事
々
謹
言
上
、
此

序
窺
申
替
言
之
内
〈
不
被
免
己
前
/
之
所
〉
、
如
何
可
覚
悟
仕
哉
之

事
、
窺
申
従
師
家
、
不
免
巳
前
之
儀
也
〈
与
〉
蒙
仰
、
尤
先
年
御

定
有
之
上
者
、
民
部
卿
路
地
下
之
寄
、
相
談
事
如
何
可
覚
悟
仕
也

〈
与
〉
窺
、
勿
論
未
不
及
其
御
沙
汰
義
也
〈
与
〉
蒙
仰
、
一
々
謹

奉
退
御
前
、
」
的

¥
十
二
日
、
今
日
内
々
御
当
座
、
民
部
卿
被
召
初
度
也
〈
予
今
日
依

申
沙
汰
、
昨
日
窺
定
〉
、
短
冊
探
様
詠
草
紙
折
様
〈
三
折
初
度
/
也
〉
、

不
違
家
説
〈
年
来
短
冊
探
様
者
、
用
冷
泉
説
、
/
詠
草
紙
四
折
用
二

条
説
混
用
之
/
儀
、
甚
不
快
不
審
之
所
、
今
度
/
依
被
札
明
改
浮
説

之
事
、
幸
甚
々
々
〉
、

¥
九
月
十
八
日
、
参

御
前
、
民
部
卿
進
上
之
奮
状
、
写
置
度
之
事

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

願
申
、
依
御
許
、
以
自
筆
、
於

御
座
之
傍
、
写
之
、

奉
替
状
之
写
、

¥
近
世
信
浮
説
、
二
条
冷
泉
領
家
之
作
法
兼
用
之
事
、
尤
其
調
不
健

候
、
」
針
此
度
蒙

院
宣
、
請
冷
泉
家
之
説
、
於
詠
寄
者
、
辱
賜

御
点
、
議
深
畏
入
存
候
、
当
家
中
絶
之
家
説
再
興
、
弥
守
一
説
、
永

寄
道
逐
習
練
、
深
可
染
心
蹄
候
、
此
条
々
於
令
違
背
者
、
可
蒙

両
神
御
栂
候
、
仰
所
献
笹
状
、
如
件
、

寛
延
二
年
八
月
八
日
宗
家

烏
丸
中
納
言
殿
」
川
町

去
年
八
月
五
日
、
参
院
於
御
前
、
彼
是
一
宮
上
、
文
言
之
内
、

一
流
嫡
家
〈
与
〉
有
度
旨
言
上
、
尤
之
事
、
勿
論
難
除
四
字
也
、

然
者
此
四
字
之
事
、
己
〈
ニ
〉
而
一
件
、
不
落
着
之
事
、
甚
御
心

労
也
、
一
流
嫡
家
之
事
者
、
可
賜
奉
書
之
問
、
和
順
領
承
可
然
事
、

悉
蒙
仰
之
方
、
謹
奉
、
重
而
不
申
所
存
事
〈
ニ
〉
存
候
〈
ハ
〉

有
及
領
承
、
宗
家
卿
入
門
之
後
、
重
而
御
奉
書
之
事
、
願
申
被

間
召
了
、
殊
可
賜
寝
筆
御
書
之
事
、
再
三
於
御
前
、
有
仰
、

然
処
日
月
早
移
来
、
有
御
事
、
於
子
今
者
、
無
為
方
之
問
、
彼

仰
無
相
違
事
、
隆
英
卿
始
末
存
知
之
問
、
談
往
事
之
序
、
述
愁

三
一
七
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傷
之
一
言
、
但
嫡
家
無
紛
事
〈
ハ
〉
、
以
相
伝
書
巻
、
難
明
鏡
、
既

可
賜
御
書
之
事
、
及
不
慮
之
悲
歎
之
問
、
残
懐
之
余
、
番
一
番
、
於

旧
殿
、
附
彼
黄
門
〈
右
之
文
言
、

追
申
、
於
子
今
者
、
御
約
之
、
仰
無
相
違
之
託
、

致
握
掌
、
度
々
去
冬
入
一
覧
候
、
一
帖
之
末
と
も
写
留

度
候
、
不
存
寄
義
申
入
候
ニ
付
、
/
聖
断
之
始
末
、
今

更
恐
入
懐
旧
恐
歎
、
難
番
一
筆
謁
之
也
〉

去
秋
宗
家
卿
当
家
門
入
之
節
、
慈
憐
深
重
之
御
恩
畏
存
候
、
就
夫

御
存
知
之
通
事
、
及
窮
迫
之
時
、
彼
是
辱

仰
共
〈
ニ
〉
候
、
就
中
上
冷
泉
者
一
流
家
嫡
、
勿
論
〈
ニ
〉
被
思

召
候
、
為
家
嫡
事
、
可
賜
奉
書
、
猶
可
願
申
候
事
、

仰
厚
大
之
至
故
、
為
奉
安
御
心
事
〈
ニ
〉
存
候
〈
ハ
〉
、
有
師
弟

契
約
之
事
、
応
御
沙
汰
候
、
其
後
御
番
之
事
、
願
申
処
、
預
御
沙
汰
、

既
可
賜
麗
筆
之
御
書
之
御
沙
汰
、
殊
正
理
候
、
於
御
前
、
〈
為

村
に
も
〉
再
一
一
一
家
仰
候
、
然
所
一
戸
部
又
出
題
之
事
、
狼
企
願
望
之

子
細
出
来
、
時
日
移
過
候
内
、
被
為
有
御
薬
事
、
歪
年
末
候
、
春

来
又
御
事
、
繁
至
初
度
又
可
願
申
存
之
処
、
不
例
御
大
変
絶
言
語
之

外
、
無
他
候
、
難
然
行
之
御
書
御
約
己
〈
ニ
〉
而
、
不
慮
之
悲
歎
、

残
懐
難
散
愁
欝
之
、
心
中
可
預
御
推
察
候
也
、

隆
英
卿
返
書
、

覧
後
被
仰
丙
丁
可
給
候
也
、

御
翰
拝
写
、
去
秋
御
当
家
宗
家
卿
門
入
之
節
、
鴻
恩
深
二
生
御
畏
悦

御
尤
致
候
、
就
文
事
、
及
窮
迫
之
時
、
辱
被
蒙
仰
、
上
冷
泉
家
者
、

一
流
家
嫡
、
勿
論
〈
に
〉
被
思
召
候
、
為
家
嫡
事
、
可
賜
奉
書
候
、

猶
可
存
願
申
之
仰
有
之
故
、
為
被
奉
易
御
心
被
存
候
〈
ハ
〉
、

有
師
弟
契
約
被
成
、
被
応
御
沙
汰
候
、
所
事
御
書
之
事
、
以
〈
隆
莫
〉

被
願
候
、
及
言
上
可
賜
良
筆
之
御
書
、
被
仰
下
、
其
節
申
入
候
、

廻
〈
ニ
〉
候
、
於
御
前
其
卿
再
三
被
蒙
仰
候
事
〈
ニ
〉
候
、
戸

部
出
題
之
事
、
致
企
望
時
可
推
迂
、

E
御
薬
事
、
被
為
有
出
年
抄
候
、

初
春
御
用
多
初
度
可
致
願
之
処
、
不
測
御
大
変
被
施
言
語
之
外
無
他
、

御
書
只
御
約
也
〈
ニ
〉
而
、
不
慮
之
悲
歎
、
残
懐
愁
欝
被
来
之
由
、

御
心
底
、
実
以
令
愚
察
候
、
〈
隆
英
〉
委
細
令
存
知
候
事
候
故
、

御
書
不
賜
之
事
、
残
念
候
、
此
度
大
変
蒙
殊
忠
、
〈
隆
英
〉
就
中
驚

歎
愁
傷
日
増
惨
感
候
、

一
保
筆
不
端
可
預
推
覧
候
也
、

復

〉

隆

英

後
日
此
返
書
被
越
之
、

三
一
八

七

月

一

日

為

村

八
条
前
中
納
言
殿
」
財

七
月
一
日

冷
泉
中
納
言
殿
〈
伺

御
書
御
約
之
証
、
如
此
、
究
延
三
年



秋
注
加
之
、
(
為
村
花
押
こ
加

右
以
聖
断
、
戸
部
改
不
正
之
説
、
嫡
家
之
正
説
、
真
実
信
仰
之
心
願
、
発

起
随
従
於
当
門
事
、
偏

神
明
之
加
護
、

君
徳
之
淳
恩
、
誠
歓
誠
喜
一
道
之
幸
慶
、
一
家
之
和
順
何
事
過
之
、

且
御
先
祖
之
慈
憐
暮
散
、
亡
父
之
遺
念
、
猶
専
習
線
、
継
家
業
、
弥

存
忠
信
、
励
公
務
之
外
、
以
何
報
謝
之
乎
、
愚
痴
喋
昧
之
、
〈
為
村
〉

恐
慌
怠
、
旧
嗣
於
正
嫡
之
血
肱
、
今
蒙
於

神
君
之
思
恵
、
是
非
私
之
所
為
、
祖
々
先
賢
之
余
」
財
慶
也
、
子
孫

専
正
直
可
仰
、
明
道
一
件
之
始
末
、
為
令
知
後
世
一
帖
番
連
之
、
愛

亦
戸
部
之
心
中
、
於
歌
道
者
、
随
従
之
番
言
、
難
堅
固
厳
重
、
争
嫡

庶
之
濁
心
、
乍
汲
末
流
汚
、
本
源
不
探
得
淵
底
之
深
志
、
難
為
水
魚

之
親
服
、
難
不
及
書
記
、
依
有
余
紙
黒
世
血
除
、
不
断
之
系
譜
、
採

要
求
日
加
之
、
勿
論
当
家
為
嫡
々
事
、
以
相
伝
之
書
巻
可
為
明
鏡
、
恐

道
之
冥
底
、
長
願
血
肱
之
相
承
、
久
以
家
業
可
奉
仕
、
於

朝
家
者
也
、
此
一
帖
狼
不
可
許
外
見
〈
突
〉
、

子
時
寛
延
第
二
己
巳
歳
暮
秋
家
嫡
後
孫
藤
原
(
為
村
花
押
)
」
肘

(
白
紙
二
五
オ
)

略
系
(
私
注
、
以
下
系
図
略
)

下
冷
泉
家
歌
学
と
二
条
流

「
-
俊
成
卿
|
」
(
二
五
ウ
)

「
為
相
卿
|
」
(
一
一
六
オ
)

「
為
純
卿
|
|
l
宗
家
卿
」
(
一
一
六
オ
)

(
白
紙
二
六
ウ
)

後
遊
紙
一
丁
(
二
七
丁
目
)

(
後
見
返
紙
)

右
一
帖
番
連
、
納
文
庫
之
写
也
、
予

為
符
卿

依
繁
務
、
以
人
令
透
写
之
了
、
可
納
子

常

之

庫

蔵

之

料

也

、

(

為

村

花

押

)

A

一
条
V

後
年
道
香
公
当
職
之
目
、
入
覧
被
歴

御
覧
、
新
写
献
上
被
仰
下
、
献
新
写
〈
江
留
〉

御
所
〈
其
写
一
帖
納
庫
蔵
〉
、
宝
暦
七
年
夏

2

『
寛
延
二
年
十
一
月
三
日
附
下
冷
泉
宗
家
折
紙
」

出
題
之
説
、
受
教
訓
候
事
、
思
召
子
細
有
之
候
問
、
延
引
可
然

之
旨
、
今
日
於
御
前
被
蒙
仰
、
仰
被
伝
候
事
、
延
引
之
旨

承
候
、
貴
卿
迄
、
内
々
相
望
候
義
不
叶
、

思
召
義
ニ
候
ハ
¥
尚
又
宜
御
取
成
、
偏
御
頼
入
存
候
也
、

十

一

月

三

日

宗

家

右
衛
門
督
殿

二
九
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3

「
寛
延
二
年
十
一
月
四
日
附
飛
鳥
井
雅
香
折
紙
(
為
村
宛
)
』

追
了
、
過
刻
者
用
事
候
而
不
能
、
即
答
候
、
示
給
之
趣
、

雅
重
へ
も
申
間
之
処
、
御
念
入
候
義
、
宜
申
入
度
由
申
候

也、

御
書
中
令
拝
諭
候
、
誠
昨
日
者
、
於

洞
裏
得
其
意
、
畏
存
候
、
抑
民
部
卿
被
懇
望
候
、
出
題
之
事
、

可
被
示
伝
之
義
、
此
間
〈
雅
香
江
〉
被
示
間
候
故
、
難
致
承
知

由
申
入
候
ニ
付
、
其
趣
被
及
言
上
候
処
、
尤
之
儀
、
被
思
召

候、御
気
色
之
由
、
殊
此
節
戸
部
存
違
之
願
筋
」
被
及
間
食
、
不
宜

儀
ニ
被
思
召
之
条
義
、
被
伝
候
事
、
被
延
引
可
然
之
旨
、
被

蒙仰
候
故
、
猶
更
御
延
引
候
、
則
戸
部
〈
江
も
〉
被
仰
達
候
由
、

令
承
知
候
、
尤
昨
日
於

御
前
奉
候
事
ニ
候
得
共
、
為
念
示
給
之
趣
、
御
丁
寧
之
義
存
候
、

先
々
御
延
引
ニ
相
成
於
〈
雅
香
も
〉
畏
慌
之
致
存
候
、
尚
期
面

会
候
也
、十
一
月
四
日

冷
泉
宰
相
殿

雅
香

三
二

O

附
記

翻
刻
の
許
可
を
戴
い
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
、
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
調
査
主
任
/
本
学
客
員
教
授
)


